
I国内献血由来の原勅血費を用いた現在の由内製造体制が弱力化し
ないように配慮する必要があることo
r上記の点を含め,献血者,患者.医療機関の理解を得る必要があ
ることo

.原料血費の確保量の増量にあたっては.血焚成分献血確保のため
の受入体制の整備及び400mL献血の-層の推進が必要であることo
また,血渠成分献血の増加による経費増大の課題の解決が必要で
あることo

O WGとしては.一上記に示された課題への対応も含めて.国内献血由
一来製晶の生産を高める一ためのひとつの選択肢として.海外へ国内献血
由来原料血焚を提供して製造するための条件を検討し,実施可能であ
るならば,献血者等の理解を得る方策を検討すべきと考える.

o 献血者等の理解を得る際にIL海外製造にかかるコストの国内製造
との差.生産性を考慮した連産晶の取扱い.販売体制を含めた国内供
給上の取扱い等の間題も検討し.必要とされる条件を示した上で,広
く意見を求めて検討を進めるべきであるo
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